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はじめに
　ベトナム社会科学院の社会科学情報研究所（Viê
・
n·Thông·tin·khoa·ho
・
c·xã·hô
・
i·-·
Viê
・
n·Hàn·lâm·Khoa·ho
・
c·xã·hô
・
i·Viê
・
t·Nam）には、多数の日本語文献、中国語文献
が所蔵されている。これらの文献は、かつてフランス極東学院（l
,
École·Français·
d
,
Éxtrême-Orient、以降·EFEO）によって収集されたものであり、それがベトナム
社会科学院に受け継がれた経緯に関しては、すでに早稲田大学の和田敦彦によって
指摘されている
（１）
。
　幸運にも、筆者は2016年８月22日から25日の期間、和田敦彦を中心とした調査グ
ループの資料調査
（２）
に参加し、これらの資料に触れる機会を得た。この日本語文献の
調査は、すでに2014年に第１回目が、2015年に第２回目が行われており、筆者の参
加した調査は第３回目の調査である。2016年の調査者は、和田敦彦、渡辺匡一、河
内聡子、中野綾子、海野圭介、西尾泰貴、佐野愛子の７名である。
　第３回目の調査では、日本語文献のうち、第２回目までの調査に続く和装本の目
録化作業および洋装本の目録化作業をおこなう内容であった。具体的には、書家番
号ごとに、「書名の漢字・平仮名・ローマ字表記、編者の漢字・平仮名・ローマ字
表記、発行（書写）年、蔵書点検印、貴重書の有無」を入力した。その和装本の
目録入力作業のうち、NBC9299（旧番号：Ｎ．531）、NBC9300（旧番号：Ｎ．532）
の番号が付された２点の資料のみに、ベトナム語で記述された紙片が貼られていた。
第１回目、第２回目までにおこなわれた和装本の目録化作業の中では、本資料のよ
うな紙片が貼られていたことはなかったために、調査メンバーから何が記述されて
いるのかと関心が寄せられた。
　そこで筆者が翻訳してみたところ、それは資料の書誌情報が書かれたものである
ことがわかった。本稿では、まずその書誌情報の翻訳を載せ、次に日本国内での所
蔵およびそれらとの関係性を述べたい。そして、最後に、なぜ上の２点の資料に関
してのみ、ベトナム語で書誌情報を記す紙が貼られていたのか検討したい。
ベトナム社会科学院所蔵の「異国渡海御朱印帳」、
「異国近年御書草案」、「異国御朱印帳」、および
「安南記」、「安南来状」について
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ベトナム社会科学院所蔵の「異国渡海御朱印帳」、「異国近年御書草案」、「異国御朱印帳」、および 
「安南記」、「安南来状」について
一　書誌情報の翻訳
　はじめに、翻訳した文を載せる。
NBC9299（旧番号：Ｎ．531）異国渡海御朱印帳／異国近年御書草案／異国御朱印帳
合綴一冊、写本、113丁。
１　「異国渡海御朱印帳」
　19の国と地域へ行く船を登録した朱印帳：１安南、２東京（ベトナム）、３占城、
４呂宋、５信州、６大泥、７暹邏、８順化（ベトナム）、９柬埔寨、10西洋、11迦
知安、12蜜西耶、13芠莱、14占城
（３）
、15田弾、16摩利伽、17交趾（安南）、18高砂、
19摩陸
２　「異国近年御書草案」
　大将軍源家康（日本の幕府）が外国の王と廷臣に送った書簡の草案：通商を願い、
贈り物を交換した内容のもので、書簡は1601年から７カ国に送られはじめた：呂宋、
安南（まだ天南国と呼ばれていた）、柬埔寨、大泥、暹邏、占城、田弾
　安南に送られた書簡は６通ある。
　５通は大将軍源家康（日本の幕府）が安南国統兵元帥瑞国公に送ったもので、
通商を願い、贈り物への感謝を述べて、兵器を送ることを申し出た内容のもの。
書簡は1601年から1605年に送られた。
　１通は1606年に安南の刺史官に送られた。
３　「異国御朱印帳」
　1608年から16の国へ行く船を登録した朱印帳：安南、東京（北部ベトナム）、占
城、呂宋、信州、大泥、暹邏、順化（安南）、柬埔寨、西洋、迦知安、蜜西耶、芠
莱、占城
（４）
、田弾、摩利伽
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NBC9300（旧番号：Ｎ．532）安南記／安南来状
角屋七郎兵衛
（５）
「安南記」、「安南来状」
合綴一冊、1903年に書写、61丁。
　日本にいる親族へ送った角屋七郎兵衛と相続人の手紙と礼物が記述されている。
また角屋七郎兵衛の死後200年以上後に、彼の足跡をたずねるためにクアンナムの
松本寺に送られた日本にいる彼の子孫
（６）
からの手紙
（７）
について記述されている。
　角屋七郎兵衛は1631年からクアンナムのフェイフォに渡って貿易をし、安南で妻
子をもち、クアンナムに松本寺を造立し、死後にそこに埋葬された日本人である。
二　「異国渡海御朱印帳」、「異国近年御書草案」「異国御朱印帳」
　資料の内容に関しては、翻訳部分にあるので繰り返さない。一つだけ述べておき
たいのは、「異国近年御書草案」には、ベトナムに関しての書簡の内容のみしか翻
訳されていない点である。もちろん、「異国近年御書草案」には、その他の６カ国
とやりとりした書簡が記載されている。本書誌情報の作成者の関心事が、日本とベ
トナムとのやりとりにあったことを示していよう。
　原資料は金地院崇伝の手写になり、京都市南禅寺金地院に所蔵されており、重要
文化財に指定されている。別に国立公文書館内閣文庫・東京大学史料編纂所・京都
大学文学部国史研究室・一橋大学付属図書館・慶応義塾図書館幸田文庫に写本があ
り、〔異国日記刊行会編1989〕には原資料の影印が、〔村上1966〕には「異国渡海御
朱印帳」、「異国御朱印帳」の翻刻が載る
（８）
。
　なお、〔異国日記刊行会編1989〕の中村質の解説によると、原資料は「異国御朱
印帳」の暹邏・柬埔寨条で落丁がある。散逸の正確な時期は不明であるものの、明
治23年（1890）の時には存在しており、昭和27年（1952）時にはすでになかったよ
うである。
　むろん、これのみでは本資料の書写時がさぐれるわけではないが、本資料も同部
分が欠落している。今後、本資料の詳細な分析がなされることによって、諸本との
関係が明らかとなるだろう。
三　「安南記」、「安南来状」
　「安南記」は、神宮徴古館所蔵の「角屋関係貿易関係資料」の名称で国重要文化
財（歴史資料）に一括指定されている中の一つで、別に名古屋大学附属図書館神宮
皇學館大学文庫角屋文書に二種二冊、射和文庫、東京大学史料編纂所に写本がある。
「安南記」の翻刻はいくつかあるが、最も新しいものは松本吉弘
（９）
のものであろう。
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　また、「安南来状」の原資料は、神宮徴古館所蔵の「角屋七郎兵衛関係書簡張込」、
「角屋七郎兵衛関係書簡」、「書簡集」にある。別に東京大学史料編纂所にその写し
が存在する。
　なお、「安南記」には「安南国通書野書一通」、「日本国明治十年（1877）十月
二十五日伊勢松阪布衣角谷篤敬　謹写書」、「明治三十五年（1902）八月二十日津市
西堀端ニテ面談ノ情景」が添付されているという
（10）
。
　東京大学史料編纂所の写本には、これにさらに「松本氏角屋家累代之事」が「安
南国通書野書一通」の前に付け加えられいる。また、東京大学史料編纂所の「安
南記」と「安南来状」は、「伊勢国飯南郡松阪町角屋七郎次郎蔵本明治二十九年
（1896）七月採訪三十六年（1903）十一月謄写了」の奥書をもつ
（11）
。
　EFEOコレクションの写本は、「安南記」、「安南来状」ともに1903年謄写了の奥
書をもち、「松本氏角屋家累代之事」を含めた一連の追加部分をもった写本である。
このことから、東京大学史料編纂所の写本ときわめて近いことが確認できる。
おわりに
　EFEOコレクションの和装本うち、上の二つの資料のみに、ベトナム語で書誌
情報が記載されていた。この２点の共通点が、ベトナムに関して触れている書物で
あることは、一見して明らかであろう。これらの書誌情報がいつ、誰によって書か
れたものであるかは、現時点では不明である。
　しかし、先にも述べたように、「異国近年御書草案」で、日本とベトナム間での
書簡のやりとりのみが、クローズアップされていることは、少なくとも作成者が、
ベトナムに関しての記載がある文献に関心をもっていたことは間違いない。
　むろん、和装本のうち、他にもNBC6568・6569の引田利章『安南史』、NBC9611
の『漂流之者共於長崎被相尋候申口』といったベトナムに関する資料は確認されて
いる。先の２点とこれら資料の違いは、貿易関連資料であるかどうかという点にあ
るといえよう。
　これらの相違点のみで性急に結論を下すことは避けねばならないが、今年度の調
査中、EFEOコレクションの洋装本の中からも、同じくベトナム語で書誌情報を
書いた紙片が見つかった。それが、NBC359の番号を付けた『史学雑誌』（第231～
241号）である。その内容は、具体的には、第231号（第20編第１号）の口絵に掲げ
られた「安南渡航船額」、そしてその解説が載る94ページの説明となっている。
　ベトナム語の記述および口絵解説によると、「安南渡航船額」は、ベトナムに貿
易をしに渡航したが、幕府の禁令のために帰国することができなくなった西村太郎
右衛門尉が、望郷の念を抑えることができず、額面に安南渡航船の図を描き、遙か
（31）
郷国の八幡社に奉献したものである。この資料からも、日本とベトナムの貿易に関
する資料が注目されていたことが認められる。
　今年度、和装本の目録化作業が終わったことにより、洋装本の目録入力作業がは
じまった。とはいえ、洋装本は和装本よりも数が多く、調査はまだはじまったばか
りである。来年度の調査で、本年度ベトナム語の書誌情報を記した日本語文献が見
つかる可能性は、大いにある。新たな情報が見つかることにより、それがいつ、誰
によって貼付されたのか、またその作成者の関心事が明らかになってゆくことが期
待される。
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（１）和田敦彦（2014）「ベトナム社会科学院所蔵・旧フランス極東学院資料　東南アジア地
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　　「安南記」（https://clioimg.hi.u-tokyo.ac.jp/viewer/view/idata/200/2045/25/0000?m=all
&n=20）
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